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研究成果の概要（和文）：睡眠は動物界において普遍的かつ必須の生理現象である。技術的発展もあり、睡眠・
覚醒制御ニューロン群はいくつも同定されているが、それらの既知の構成要素の組み合わせでは睡眠・覚醒パタ
ーンの形成はまだ十分に説明できない。本研究では部位及びセルタイプ特異的なニューロン活動操作技術によ
り、古典的な切断・破壊実験で見過ごされてきた脳部位を標的とし、新規の睡眠・覚醒制御ニューロンの無作為
探索を試みた。標的としたセルタイプはグルタミン酸作動性、GABA作性、グリシン作動性などである。本研究で
は延髄の一部に覚醒～ノンレム睡眠～レム睡眠の遷移を制御する未知のニューロンが存在することを見出した。

研究成果の概要（英文）：Sleep is a universal and essential physiological phenomenon in the animal 
kingdom. Although technological developments allow us to discover several sleep/wake-regulatory 
neurons in the brain, the combination of these known components cannot yet fully explain regulation 
of the sleep/wake cycles. In this study, I attempted to randomly search for a novel 
sleep/wake-regulatory neuronal population in the brain sites overlooked in previous research using 
site- and cell-type-specific neuron activity manipulation techniques. Targeted cell types were 
glutamatergic, GABArgic, and glycinergic neurons. I found that there were unknown neurons that 
controls the sleep/wake transitions in a part of the medulla.

研究分野： 神経生理学

キーワード： 睡眠
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研究成果の学術的意義や社会的意義
睡眠は全身性の生理現象であり、その制御は脳が行う。そして、脳自体も睡眠の影響を受け、特殊な活動モード
に入る。また、睡眠は脳の一部でなく全体が制御にも機能にも関わる。睡眠の制御と機能の実態は難解である。
本研究はその難解なパズルを未知のピースを見つけることで、その解明を一歩進めた。睡眠は単に身体の休息で
なく、代謝、免疫、精神状態にも深く影響する。そのため、睡眠の障害はこれらの機能障害、つまり疾患につな
がる。本研究の成果はこのような睡眠障害に伴う疾患の予防にもつながるはずである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 睡眠という生理現象は身体に休息をもたらすだけでなく脳機能、代謝、免疫、ひいては生命

維持にも必須である。しかし、睡眠の制御にはいまだ不明な点が多い。睡眠の制御回路は広範

な脳領域に散在する多様なニューロンが絡み合ったもので、あまりに複雑性が高いことが原因

の一つである。古くから睡眠の制御はモノアミン、コリン、ペプチドなどのいわゆるモジュレ

ーターが主軸であると考えられてきた。しかし近年、モジュレーターはあくまで睡眠・覚醒状

態をつくる最終的な出力であり、その出力切り替えの基幹は高速かつ精緻化されたグルタミン

酸や GABA ニューロンが構成する神経回路であることが分かってきた。ただし、既知のニューロ

ンの投射と発火のパターンだけでは睡眠・覚醒の切り替えは十分に説明できない。そこで申請

者は脳内の未知の睡眠制御ニューロンの探索を計画した。 

 

２．研究の目的 

 本研究では哺乳動物における新規睡眠制御ニューロンを探索し、さらにその神経回路と生理

学的特性を徹底的に明らかにする。これは脳による睡眠・覚醒の切り替えメカニズムの全容解

明を大きく前進させる。 

 

３．研究の方法 

（１）GABA ニューロンに焦点を絞り新規睡眠制御ニューロンを探索する。 

（２）新規睡眠制御ニューロンの入出力回路と生理学的特性を精査する。 

（３）多角的なアプローチを統合することで新規睡眠制御ニューロンの機能発現のメカニズム

を明示する。 

 

４．研究成果 

 延髄の一部の GABA ニューロンの活動を薬理遺伝学的に抑制すると、睡眠時間が延長すること

が分かった。具体的には、Gad1-Cre マウスの延髄背側部に Cre 依存的に hM4Di-mCherry を発現

するアデノ随伴ウイルス（AAV）ベクターを注入し、脳波・筋電図電極を取り付けた。そのマウ

スの睡眠・覚醒パターンを記録し、解析したところ、hM4Di のアゴニストである CNO 投与によ

り覚醒時間の短縮とノンレム睡眠時間の延長が見られた。これはこの GABA ニューロンが覚醒の

維持に関与することを示唆する。さらに、ノンレム睡眠からレム睡眠への遷移にも影響があっ

たことから、レム睡眠への遷移確率の制御への関与も示唆された。このニューロンの軸索投射

パターンを Cre 依存的に順行性トレーサーを発現する AAV ベクターを使用して解析した。この

ニューロンには既知の機能があるが、その機能に関連する神経核への投射だけでなく、睡眠制

御領域への投射も見出された。これはこのニューロン群が睡眠とそれと関連する別の機能への

交差点であることを示唆する。また、このニューロン群の活動パターンをカルシウムイメージ

ングで解析中である。 
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